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　第158回直木賞受賞作
　明治29年（1896年）、岩手県花巻に生まれ
た宮沢賢治は、昭和8年（1933年）に亡くな
るまで、主に東京と花巻を行き来しながら多
数の詩や童話を創作した。地元の名士であ
り、熱心な浄土真宗信者でもあった賢治の
父・政次郎は、このユニークな息子をいかに
育て上げたのか。
　決して長くはないが紆余曲折に満ちた宮沢
賢治の生涯を、父・政次郎の視点から描く、
気鋭作家の意欲作。（出版社紹介より記載）

‐今月のピックアップ ‐‐今月のピックアップ ‐
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 1月31日、タイからの留学生エイミーさんのお別れ会
を行いました。エイミーさんは約10か月、奥出雲町内
の家庭でホームステイし、横田高校2年生のクラスメイ
トとして学んでいました。部活動は茶道部と写真部に
入部し、島根県高文連春季・秋季写真コンクールでは
特選に選ばれました。

横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

【エイミーさんからのメッセージ】　
　１０か月間お世話になりました。１０か月間で私はたくさんのことを学
び、たくさんの人々に会ったりしました。最初は日本語があまり話せな
かったけど友達と先生のおかげで日本語をうまく話せるようになりまし
た。私にとって「ことば」はとても大切です。もし私は日本語が分からな
かったらこんなにたくさんの思い出が出来なかったと思います。私は日
本に来る前に１０か月が長いと思いましたが、実際は１０か月が短く感じ
ました。
　横田高校で思い出がいろいろあります。授業で私はいつも分からな
かったけど隣の人たちが私に教えてくれ、手伝ってくれました。先生もい
つもゆっくり教えてくれました。横田高校の皆さんと先生はとても親切で
した。それから学園祭の時も友達とクラスで一緒にゲームを作ったり、部
活の人たちとお茶をたてたりしました。そして私には信じられないことが
ありました。それはロードレースです。私は運動が大嫌いなので走れない
と思いましたが友達からの応援があったので最後まで頑張れました。
　部活は２つの部に入りました。茶道部に入ったのは、日本の文化をもっ
と知りたかったからです。写真部では、日本の生活を撮ってタイに持って
帰りたいと思って、たくさん写真を撮りました。他の人の写真を見て勉強
になりました。日本の美しさをたくさん見れました。
　１０か月大変お世話になりました。たくさんのことが分かるようになり
ました。日本がもっと好きになりました。ありがとうございました。

エイミーさんお別れ会エイミーさんお別れ会

「奥出雲の教育を考えるミニフォーラム2018」
開催のお知らせ

　「教育は未来への贈り物～２０年後の子どもたちを笑顔にするために、教育についてみんなで
考えてみませんか～」をテーマに開催します。

日時：３月１７日（土）１３時３０分～１６時（１３時開場）
場所：そろばん伝統産業会館
内容：①「奥出雲学」の発表
　　　②「シカゴ留学」の発表
　　　③参加者による対話
　　　※①、②はいずれも横田高校生の発表
　　　詳細は、横田高校Facebookで検索してください。
定員：５０名

「奥出雲の教育を考えるミニフォーラム2018」
開催のお知らせ

「奥出雲の教育を考えるミニフォーラム2018」
開催のお知らせ

【お問い合わせ先】
　横田高等学校後援会　本宮、古川
　　　　電話：0 8 5 4‐ 5 2‐ 1 5 1 1


